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昭
和
45

（
１
９
７
０
）
年
、
岩

手
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
体

（
第
25

回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

会
）
で
、
本
町
が
カ
ヌ
ー
競
技
の

会
場
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
―
。

　

当
時
の
カ
ヌ
ー
競
技
は
、
順
位

決
定
に
影
響
し
な
い
競
技
と
し

て
、
同
年
９
月
７
、
８
の
両
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
21

都
道
府
県
か

ら
選
手
１
１
８
人
、
県
勢
は
本
町

選
手
14

人
が
出
場
し
た
こ
と
や
競

技
当
日
に
は
観
客
な
ど
、
総
勢
約

８
千
人
が
訪
れ
、
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
こ
と
な
ど
が
、
当
時
の
資

料
に
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ

れ
る
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

は
、
本
町
で
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
が

行
わ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
半
世

紀
・
50

年
の
大
き
な
節
目
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、
本
町
出
身
選
手
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
カ
ヌ
ー
競
技
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　

水
本
さ
ん
の
快
挙
を
ひ
も
解
く

と
、
矢
巾
の
地
に
長
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
、
カ
ヌ
ー
へ

の
情
熱
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
が
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の
会

場
に
決
定
し
た
の
は
、
国
体
開
催

の
わ
ず
か
５
カ
月
前
の
昭
和
45

年

４
月
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
や

町
体
育
協
会
、
婦
人
会
な
ど
、
関

係
団
体
が
連
携
し
、
急
ピ
ッ
チ
で

準
備
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
競

技
会
場
の
設
営
準
備
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
出
場
選
手
の
育
成
も
必

要
で
し
た
。

　

同
年
５
月
３
日
～
５
日
の
３
日

間
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
普
及
や
選
手

育
成
の
た
め
、
当
時
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
候
補
選
手
９
人
が
会
場
を

訪
れ
、
公
開
練
習
を
実
施
。
国
体

に
出
場
す
る
選
手
が
、
本
番
に
向

け
て
実
力
者
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
す
る
う
え
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
た
宿
泊
先
の
選

定
。
町
で
は
煙
山
ダ
ム
に
近
い
南

昌
や
広
宮
沢
な
ど
６
地
区
の
約
50

軒
に
、
民
泊
を
依
頼
。
各
家
庭
で

は
、
選
手
と
の
貴
重
な
交
流
の
場

が
持
た
れ
ま
し
た
。

　

他
市
町
村
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
、
短
期
間
で
の
大
会
準
備

と
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努

力
に
よ
り
カ
ヌ
ー
競
技
は
成
功
裏

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
初
と
な
っ
た
国
体
開

催
。
町
で
は
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
成

功
に
向
け
て
、
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
町
内
に
カ
ヌ
ー
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
が
根
付
く
き
っ
か
け
と
な

り
、
県
カ
ヌ
ー
協
会
の
事
務
局
が

本
町
に
置
か
れ
る
な
ど
、
そ
の
歴

史
は
現
在
ま
で
続
き
ま
す
。

　

昭
和
63

年
に
は
、
県
立
不
来
方

高
校
が
開
校
。
同
校
の
カ
ヌ
ー
部

で
は
、水
本
さ
ん
を
筆
頭
と
し
て
、

町
内
か
ら
進
学
し
た
生
徒
を
含

め
、
多
く
の
選
手
が
全
国
の
舞
台

で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー

は
町
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
中
期
、
カ
ヌ
ー
は
国
体
の

正
式
競
技
で
は
な
く
、
全
国
的
に

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
し
た
。

　

町
が
築
き
上
げ
た
国
体
で
の
実

績
は
、
カ
ヌ
ー
文
化
を
町
内
に
根

付
か
せ
、
町
民
の
自
信
、
誇
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
の
カ

ヌ
ー
の
歴
史
は
、
水
本
さ
ん
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

煙山ダムで行われた国体カヌー競技に臨む選手ら

矢巾町「カヌー史」をひも解く――

全
て
の
始
ま
り

岩
手
国
体

町
を
挙
げ
た

体
制
整
備

郷
土
に
息
づ
く

情　

熱
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【写真解説】

1. 昭和 45 年 9月７、８日に行わ

れた岩手国体カヌー競技。一般

男子・女子、高校男子・女子で

それぞれカヤック、カナディア

ンの計 12種目が行われました。

2.タイムを図る計時員。運営スタッ

フらは、大会まで時間がない中

で、必死に競技ルールを学び、

大会に臨みました。

3. 表彰式に臨む選手ら。

4. 矢幅駅前で選手らを見送る、当

時の町職員ら。

5. 民泊を受け入れた家庭での、家

族と選手の団らんの様子。

6. 最初の岩手国体でカヌー競技が

行われた煙山ダム。黒線部分が

レースコースとなりました。
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